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た
法

畑高

事

同同同監同同

。

島田口口野林

鹿岡水谷 岡

事
理同同同同同同同

崎内田

水平野石古寺相

同同監同同
上間村橋川

鹿岡水谷畑高

事

同同同

内田島田口口野林

相岡

生石

産称社
会

式
株
業
工

日灰
住常

昭

郡
呂

号和
第

律
法

年
第

）
号

進男春行

郁幸幹清信

条

字字

同同同同同同

夫男
横北美新俵旭

字字字字

俊勝幸文
牛瑛田星真第

博衛一光義實春明

正栄

字字

同同同同同同同同

み下中朗

寿旭字字字字

瑛沢ど宇宇根

町町美美

行

幸文郁幸幹清信
４１

同同同

春明夫男進男春

字字字字字

同同同同同

朗横北美新俵旭

字字字

訓

宇根牛瑛田星真第

中

町
大

町
府

業子

北

所

事
知

道者地

海番 よ
に

定
規

の
項

２
第

堀

一り

三、

二

第第第第布６

料
肥

の
次

り莫莫内

央

１２２１中 目野立別別更

丁丁原共
２第中生

目
５
番番線２部

莫内第第第第布６
号号

中生央

別更１２２１中 録成

登平

部

達有
効
也期
限 効

有
の

録
登

の



の 北

土定 海

款平

理

道

の成

地
告改

平 変 示良 事

成 更年 第法

十 を５

四 昭 神認月

年 可 号和 林

五 し日

北 海

次 北

土の理事 海

と平事

同

道

お成・の

地
告

監別

改
り 示良
役年 第

同員５

法
昭の月氏

住 号和
所日

道 公 報

同

任
退同同同同同同同

同同同同同同同

第

同同

同同同同同同同同

同同同同同同

号

成

就平

任別任

退
就の就

退
任
年

月 年 俊た

二 法 一。

十 律

一 第

日 石
狩

別第

当）

郡号

火 町

第

六条

曜

町２

軒

第届
律の

法更名

年変

同出変

が
た 第
っ住 ）
あ 号

神。
第

取更 条

勝

事事

理同同同同同同監
迫市

井前横栗松江舟舘

常亮弘

澤

澤田岸橋下口

直壽律隆

神
事

同同同同同同監同

橋市取

舟横江佐寺栗舘

茂隆弘勝

澤
迫岸口藤島

亮律常孝

月
日

前

・の事

事事
理監別理

項

壽
田

氏

日

の

狩り 石１よ
に

定 地

規 番
六お 町と 別の 当次 郡、

同定前

規
の

平項

土 軒り

に

和知 、

長道 り変 海 よ

北

別

町事 当

堀 土

功雄一太

良
改 地更 地 番

同同同同同同

行昭夫幸

館長上上館上長上

同同

町和

山和長長山長和長
町

下町和和下和

町町町町 町

番 番番番

地 地地地 地番番地番 番

夫雄美之幸太平

２地地

長

同同同同同同同同

一

長長和

長上上末館上上

町町和和町

和長長永山

町和和

町町 町町

番番 番 番番地
地地 地３ 地番地番番地

和
長
市

達

住伊

名昭

地３

町

地 町

２
地
番

改

地区

番良

北 約

海 の区庶

道 申平

告 込成域野

示 み

第

つ５区中

に年

後

ら也

か

達所 区

い月型

、

条 北

漁の 海

２

同同羽初

道

第
業 幌

告

３
災 土山

示

項
害 地

第

償 良の
補 改別

良
１４

区村規

北

土事事小同 海

地業平 道

改の成業 告

主平 良工 示

法事年 第

の５体

項

１４

昭完月名町

北

土の基 海

規盤平 道

定整成

地
告改
に備 示良
よ］年 第

り５

法

可成
認平同

所

、農月

年
月
日

号 さ て

網

第受

法棒

同ま

、日ん
漁

法

の
項

３
第

２
の分業 条

定 号

る
和 達豊上栄よ

昭に
律 布岡１が

法出
年 築届

っ
第あ

同同同同た
区 第

の ）
次 号

和了 号

の日

律が区

法出
年届地豊富

っ名浜岡

第あ
た

害 第事災同 ）。 号

復 業

昭

条旧

平道 号和
成）日
） 年

土

第月の

律５業

法年事
９
日地

水事 第
清良 ）
、改 号

町業

土

地和庭

土東恵

の計 条

良良 区
改改 良地地 改土

北 同
る
よ

に
定

規

名区区

が海 意

一 あ道

三 っ知

三

の堀 も
た事

域
６に

第分
２区

のび
条及

同同同定 お特 にる
項係

３ て第 い 同

準号
漁 用

の
項施 種 １用

第業

２の農

に道

定海

規北類）

の設
了 り事成

よ知完平同

、年
月

次堀

土変 第
うの ３

行画 の

の

お
良同 に

改に 項
地更 ５

意北
知 準
田た道 て

羽し海 い
地堀 る

２ す
第事 用

桐。

認
と

堀
事

知
道
海

北

区 同す

也 。
る達 め

業 る
済 第共 法の 同者
契

と日

第
基 法

改
地也

土
り達

お 盤
整達

也
達

１進
促也 第

備 条



更 北

道し

２３４

海

た 道

。
路 工工工

告 事事法 事

示 の完

第

和 の 種 区昭 了

間類日

号年

北 海

事１ 北

過を

３

海

疎次平路 道

地の成

作

告 業

域と 示線 地

自お年 第

立り５

域

促完月名

進了 号 足
寄特す日

道 公 報

条１２ 北

足に 海

お平作作 道

い成業業

寄
告

種期

町
て 示長
準年類間 第

ら用５

か
、す月

公平 る 号次
同日共成

第

１２

業業業業

作作作作作作
間域

種期地種期地

業業
公平紋公平北

類間域類

号

成

走第平

網）
号

開
平発条
成建に年
十設お５
四部い月
年長て

五

築成

律 枝枝改平

法 準日

第 幸幸
郡郡
浜浜年

第

別別月） 頓頓５号

町町
字字日

１

別出第

頓戸条
項
の 番番

町

置別

措。頓

町別る浜
道

法

別

成頓

平浜

第
律線

法磐

年常

の
と法測
５

お第量年

り
公条座月

共第標
換ら

量項変か

測１値日

をの
実規）

る
るよで

すにま

施定日

市

共成別共成見

旨

市測 測
４滝４端

量年、量年、

町・２町

１月上１月野

級か留

２日２日、

・２

蘂

基ら基ら辺

級か
準９準

日

測５測５

点月点月町

か

量日量

月ら用

二、す

十次る

一の同

日

お第
と法

り
共第

公条

火

量項
測１

曜

規 実規
をの

り

かまよ

先先に

地地定
次

を
域

区
の

路
道

、

らで

第
）

号

の

の事

項知

１道

第海

条北

測知
、通

る
よ
に
定堀

規

っ北 法あ
量が

知 和。道 昭た海

第
律堀 法

年事

知
道
海
北

でで

）ま）ま

堀
事

日

、通 旨る
るよ

すに
施定

っ 法あ 量が 測知
和。 昭た

郡中班
変

り
お

と

年

区上上
班瑛森小

川川林美部せ
管地

美部せ町林班

郡中
町林班白理先

瑛森小字

の１２３

工
の也

道
町達

のか平道路道

しそ日

更

の線の

。関ら成路路

た
係２
間５類名域

図週年種区

は、月

面

也 第
）

達 号

北

道
道
海

路 町ま

告法 字で

示 馬

第

和 原

昭 追

１２３

也
達

野

道路道区夕
張 路路

先
長 種区地

郡 の線の番

第
律

法

か 沼

類名域

関ら成

のか平

そ日
の

係２

ま

は、月

面間５

図週年

理先国事で

字管地金署

事ら林区

金署か有業

白
国
有業上上

前後

変後
間林区川川林

前別
更の前

、一

岳

海の道勝

北般日道十

供美

設に泉

建覧温

道縦
備
整。

路る線

道す瑛

部
及

課

号年
法
律 番

第

地
先

第
）

号

前後後

馬

道舞夕 字
ら 町

１
第

条

沼

分長 原

追郡 追

道鶴張

前別
更の前

変後

線間野

、一
に

建覧
道縦
海の
北般日

備
整。
路る

道す
部供

設

敷

及
課

地
の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

海

土北

川
旭
道
海

北
び

長 備堀

に
所事

業知

現道

木

項

え

の
規
定

らでよ

かまかまかまに
路

道
、
り

らでらで

の
区
域

敷

を

地
の

道延

海
北

員らで
かま 幅

知
事

木
土

幌
札
道
海

北
び

堀長

一現

三業

四

区 等
複 道

国重

え
備

に
所

告也

、
て達

い
置

の間
と

道
国重

変
り

お
と

の
次

示

い
置

の間

也と区
等複

達

示
告

、
て



２
施都種事事収

平 用 行業 市類

成 者施 計及

十

の行 画び業の

四 部 事名

年 業称 名期

五 称の間地分

北 海

１
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

道 公 報

業 北

都を 海

認平

路道

道

可成

市 道

告計
し 示画 上

た年 第

幌。５

法 線士

昭 音月

号和 更
名線日

第

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告 地

係２ 示 先

昭図週年 第

で和面間５

ま

は、月

年、一 号

法北般日

号

郡 上上
ワ町

郡中班瑛

川川林美

町林班美

瑛森小字

美部
白理先原

字管地瑛

月
二
十 札札平札

一 幌幌成幌

日 市 市圏

菊

計月区

市５石

都年白

画

火

路か上

道日水

曜

札平札び

業平１

事ら町

市野

幌幌成幌西

札
市圏

西３

市５区条

都年西５
野丁

計月

画

２内

路か条地

道日４目

業平丁

事ら

郡

第 東東

律 供河河

法
年

郡
用音音

開字字第

町町）

更更号

東東
６５１

始東東第

和和条

建覧

第道縦

律海の
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

のび 項及 ２課 第備 条 後

北 規

金署か野

国事ら

有業上

前前

林区川番

日 成条
２ ７

菊

・月、

５３目

・年丁
２

水で町

菊ま上

号日水

目

通目

央丁

中２

町条

上

成

、 ３

北・月４

４３野

・年西
条 海

で目

知手ま丁

道号日３
５

通野

堀股西

左、

事稲

の

線線項

条

）

の
区地地に

１１定

番番規
、

道かまり

海先先よ

北
供平と

の

事次

知間らで

り

用成お

堀
開

都

海

始

定道
土 り らで広 よ かま帯 に
現 次木 、
の業 道所 路に の備

い を置 用え 供

らでらで

かまかま

１

水
菊
び

）及

座椅達

札調調

入アイウ
す

付をり卓子を

に達折

丁

達２

るるたる

すすた

及

也目
北

次 海

の平 道

と成 告 種事事収

お 示 業 類

り年 用第

び業の一５ 施 及
行

市

名般月

達の

計 期

５
事

也日画

業行 類市

種事事収施都
の び業の画 施者 及計 用

る告 す、 始て 開

名事 行

４

。示

業行 類市

種事事収施都
の び業の画 施者 及計 用

３

名事 行

物

事 の画 者計
行市

施都

等ー等

項品テ品

事物み
及等

称様

名ル仕

のブの

９ び

明
説

札

量入

数台台台

期部競 号 称
平札

札
入

間地分争日

市下

成幌以

年清
清」

月区札

５田入

業 期名 部

か７い

日田と

札丁札札

間地分称の

称

市、市圏

成幌目幌幌

平

穂計

５区苗市

年東東都
画

月東
苗
４路

日穂条道

か

間地分称の

称業 期名 部

成幌４幌幌

平札町札札

市条市圏

目計

５石丁市

年白１都

菊及画

月区

業 名

か上菊路

日水び道

市圏

町幌幌

上札札
称の

道

目画

丁計

２市

条都

３

海
北

。
る

よ
に
書

内路

地

一 道

三 知

五

丁）

平１。

ら条う

堀
事

目を

成

る

月田す

３清施

年、実

８
び
及

目

で丁

ま１

日条。

丁及

平４目業

ら条丁事

成

目び３

来・

３東雁４

年、東・

月苗
穂町
地号 日

）

丁通

で４田

ま条内清

平３上業

ら町水事

、
目

成条町
１４３

丁・

３目２４

年丁条・

月、
菊目

で町雁 ま上内号 日水地

業
事

２か 条さ ３穂

・
５

・
７

田
清

也
達

３
町
上

水
菊

号

穂
苗

東

内
地

水
菊
、） 目通 丁え

４
条

）
通
条

上
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務 交札入約

落財て契要

則 付の作

規 者札書

方定効の

第 決有成

方な要

法法入否 条

北 海

６７

便便札交

保第う郵郵入

証入。

金札）等及説
書 の を保第にび明付 条

よ電 納証

る報の場 ７
か すの入に交 及条 付金
る納札よ付所 び

道 公 報

５
入

に
下 札 札

入入開開入以

保 札札札札

し
証費 場日場日加

消 参
等 所時所時金よ

税

第

３４

約海海札

次格契北北入

有が条道道執

の平を道
す行項札出行

い成
ず

局場

れ年るうを幌納の

す中物所

に北こ指示市

。競場央品及

も海と名

該道

号

２

納納札
入

平に

成入入参
十加
四期場す
年る
五

限 項に １札 第 日所者

場。 規 海話のる の 北電
でし に

出号所） 定 道番
納

交た よ 局

すを 定

物－付者 り

品

る落 め

理。札 た － 管

者 予 課

入関 海第 こ付るに 北ら

との

札す郵 道 。免

認事番 務 除条はる便 財

な 則
納でめ項号 規

、ま

付の

方定い

和
法め。－ 昭
等る

はと

と
」 う

地ろ北 北
、こ 年

す
と

海海成ににる
い 北北平
同同者
う
。 道道

。。、
） 札本年じじは

の
当 市舎月そ

相 幌庁６

の
を 央階日者

額 中１４
納後積
む 北出午見

含 区
日

当告争所区管び

。 ３

第札３課時

す示入北理

に条

る
こ

る丁

。及す６

と号関西

を

成名

平指目

び
海さ

北止

年停

月に

二必

十平道要

一成庁な

日別資

月棟
６西

年館格

火日

曜

と 定
制
。 の 線る 格 内す 価

の

－限
範

方に海 海

の
低

最
で

内
囲

幌 則
治る札 規
自よ道 道

施市 第
法。

行中
区 。
令央 号

条

和３ 下
昭北 以

も

令丁 規
政６ 務

年西 財

た
の 西入時っ

） 条局１

６札
丁室分契

に
額５
金の

目約分
び額
及る
税す

費当
消相

第な

示い

告て

道れ

地以

す
定
規。

にと

号こ

９い

の
品
物
る

日

業平

北に

１２

も
を

格
価

領成成る成

方平調平係

査船務 土

度使内８

墓年の年舶年

目 則

事月に用月 目 参５

」
第

）い
号と

入は

ののの細

こここ詳

及のの入

札告札、

入公

税札
費入
消の
方上

者契

イアイ

切る

落で約名所

関 相 税 捨札あに に 課 り
たとかす 当在 事 て者る

資
の
入
購

落額

提開に入る

そ号ア

のの札 出げ金を

札掲札

場入に算

時決 る額加

加加出

参参
札札提

入入

的お契容下

込望期

申希

業

ら

係てのか

に日い約旬

道競月

上海名９

る北指

に

援実入旬

支が争上

陸

る加け

小す参か

用施札

札

等方者、

船北業て

型

はは明

契容行説

び内執

を予、書

約

公

話止で開よ

電中定公に

号るりる。

番すあする

こ、。

と変
有す

－が更
りる

地 る 者 金なをる す 業

－

たし務 金 で 額っ申事称
郵 を る を者出を 額 あ ）

当海便 入 か もはる担北

落とす道番 札 免 っ、こ

事 落札。る出号 書 税 て
業 札決組納 に
記
者 価定織局

す で 格後の物－ 載
あ と速名品 る
る すや称管

るた

おに 札係し

に定

こ

てた び消金

いあ 所他及

て 北北の税

、っ こ費額

２
告の該

には 海海公等当
入 札出に取金

規、 道道

いに

す札 幌納定扱額

定

に 中物る額

る書 市局め

管札１

格記 央品入に

資

提、
のは限

書者

を載 区

よ成
に平

出次
り

の月
定５

所年
入

土選方

保領を北

参
札日

へ

況参す島

状墓考四

有

に合墓

査業場の

調事る
用基を

次海使の参

を北

る資定

と知す礎予

の道
堀陸とて

り上料し

お事

得こ

施支すい

実

ると
。が

線り 内有

告

る
得

－。

にび課北 と か るか及理
在道

問 で消所海 。 を の

等幌

ず 入税地札

わ 、費

積 参課中

見 にの市

、 札

業北 っ す事区 も 加税央

約 はで条 契 者者３ た る
未

有さ 北理に円
、あ西

なた 条す満

しれ ３課関
者額 ６条端

い金 西るの

し当 目にが

のに 丁件数

しと 入金 反る た該 違あ

入は 、の たき 札額

財札、

込５
申後
加午

はそ 分 務

す
出

提
を

書時

一る

三こ

六

る用。が

す援るる

。
と

地

也船参

型墓

。達小、 の 費か丁 額 消る６ 金

等

税免目

等税

、の の 規

係の業

に事 分

効数 に 第無端 ５ 則

相 と金

。
各るすを

す額 条当



４

根上北名事船

必指

平 室陸方要競業舶

成 海時領争概調

十 峡の土書入要書

四 海安墓札調

年 域全参類希査別

五 で性期望書記

北 海

を出き

備で

アイウエオ

岸上有港る

船そ船海海

場検にですか小

舶の舶

船

査合査直母るら型

検

と港で

調の証接船こ帰

書乗書上か

道 公 報

３

令国事

調北業も行

るる

領と第税業 査方者の地
方

及の 自 の土以す

び遂

参。地行 対条 治 墓下る

の 法

名税必 ４ 施 象事指方に

業

第

運
か予根根根３

小な７航

、 船所定室室室航

お 型

咲咲と

平 は）花花花海

母つ港港港も

成 、に咲

根

とて択色国室

年 船い

号

周舟も

辺小の

」る

は船下す

に型以と

、
施う」

湾い舟

港と小。

。と

月 のを間者第

二 航確中は別２

十 海保の、記号

一 経す３次第様

日 験る航に１式

めすめ様及

をた海定号

すのべる式び

有
る人て書）

火

と体運を

こ的の類）

曜

が事

。制航知

でる

の員の陸ら。まあ

途る型のこ

航定用す小

。

区ががこ船間と

行数
交とへ、 域

船ら型油

が名通か小給

かた

海上と、船の

沿以
域、っ岸らめ

区でな接
てす小途 で

るたに寄

あトいる舟中

規 令 に競を要 の 行

るン

定 使争滞な

す札しの に 昭 用入納次

る参て船 該 和
当

型希なを し 年 小加い舶
こす い 令 船望い有 な 政

係者とる こ 第 に業

と
） 船とと 。 号 る」。こ

、捉丹後花

度

第 舶い。

港

北 一使島島島咲

の 同
方 行用

トン出

領 動すペノポを

ともンロキ港

土 をるケ

シ、 参 るのリ）ナ後 墓
あ、歯リ珸 箇 もでタ、

瑁 等 とるオ舞、瑶 所 の

イ島ノ水 は し。ダ群中

い

設

ロ 墓ベ：古道 日 、

り）

い乗。

なにう

が）
参てり 墓え乗 め換に

た

墓 は岸て 員海え 団、換

のま付 参近地 墓付

日

す

以で出

名能提

４可に

との

をこも

）るる

上あ
る。

いる

てす

え。と

備

す

か未こめ乗港

。
と
こ

の。小換る

沿満とのり
をると

区船又舟えこ

海

く

にで交有こな

域舶は
る船るか、

変あ通すと
と、船

可こにこら母

更

伴

で。更。安に

能と変
で乗す

る能に走

あ可全

使う

こ

用。
約での

契）条

のあ

に

競、項

名て１

指っ第

件て

札要い

入のお

争次

勇丹、

加満用

参を準

に

後 で 終、留）国 間 参ケ

後飛島 外 了別島

渉
団コ釜 交

は）ト古 交
安を で
を）沖 中
員マ布

、
母し が
に由 る
全経 あ

移の 際で近

に往 次
船、

か
後に 船の岸 母動海 、

か 陸
ら、 上
さ接 ら
、直

用安 用
岸、 援
接つ 支
に

船に 型
の全 小

北

家

平

海

畜平

成

道 平

伝成 告 年成

染 示 ５

病年 第

が５

月年
５

次月

。る移こ

とありる

日月

た家

７
。
と設が

こると

そこ場

－

畜 北

の合

あ染 道便調以 ）伝 海郵
号はは て病 総番の査外

る

をたす

部、、 に予 務

５６

すい施

望て同

希し

付

船と類成る

こ書平け書
。
類 船

の 舶か舶。の
出６提 見らがま提年）

自た

復 の

図ま社、期月出

取

る海。

する 航
送す ３
移

。

線舶

直財船船船船無船

検検局写

前務舶舶舶舶

記査査査免真

の諸登検

上 船

業簿証手済許

事表

機陸
外

下小る
付す 以

実簿

組航記款

乗運登定

員
簿本し

名績謄写

のの 、２ 次日と日 号

本し

り生

お発

とり

のお

提防
に

場
示
掲

の。

庁た

他入結 出法 北

す 方－札果
指を る昭 領

名通 こ和 土
対業知 と

本幌のな 。年 策札者し

主中考。

律 部市選い

法

査央を

第

区目

先
動３と）

運北的号

での船限

型書有所

小の所舶日

用はな会送

船類で有郵
合

別場の場

）、い社の

式、ら、

様はかは

途合

平

定舶ま成

を船
めので

本記

年過謄書帳票状別

度去
に３写写写写第

しししし２ お年
ン様

け分ト））））号

で指

税満の

国未式

る）
方しよ

地記に

び登示

及
税てる

別）

号様
３号
第４
記第
別記

）
式）
様式

北

達
示
て
し

示
掲

証
許

免

た海海

し北

一 。道道

三 知知

七

るよ

推条すに

堀堀

事事

援丁、家

・６がる

進西
電競染

）名伝

護目指畜

入の

話争病

札発

参に

－の生

加つ

有書６

て所の年

者い －

る者類月

い
のとも

てで

、賃せま

での併日

に契出消

前借提の

事貸
こあ

求書るの

請約す印

こ書。も

るのとる

す等

も

証合

税場

納る

のい）

）
。
と

こ
る

す
出

書提

明

也

達達

）
付
添
を

し
写
の

也

とて

しの

し、

名を 線指示 内て告

出り

提限

。をに

と類の

るけ

す受



２

調履履札の平道総

入次

行ン

達にい成がト

を参ず

す加れ年う数 行行

るすに北指
道競ト 期場 特るも海名

定者該

北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

一入受５す 付 実

般札け月る 習

特
す

競にる 船る 争係。日定 管

道 公 報

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

第

事 北

都は 海

、平 道

完成

市
網計
了 走画
し年 支

た５

法
庁

。月 告昭
示和

日 第

号

伝性

畜染

家伝

平染海

成病綿
十の状
四種脳
年類症
五

す示入型 役に当告争ン

の要る第札船 務日所必

に舶 仕なこ
にす鋼 様平造資と号関

所規る船 等成船格。

）
を修 入８す名の 年定指
船停理 札月る

の 説

事

力 書のさ能 明日舶止

入る役 理

札調項務 局

達の 告

以は名 示

下、称 第

及 ２

び 入 号

海

と月北

」４量

札年数

い

者び

。マ教習

う日道実

含の番

に

道

ま住号教
育

網網オ平庁

走走ホ成実 市市ー

習

東４ク３

字南ツ年

船

網条網月管 走東走

理 ２農日

年
号 支

第
律

法
号 庁

第
）

第
条

告

２

月
二家種牛

十畜

一の類

日

の ・
畜 畜

患患患

火

似別畜

疑

曜

又い持 よ造てを に建れ
こい 修いて 。はなっ る

。 格と 資。こ のとる 理

若

）ラ育船

こ
る
す
有
を

ュ習丸

実シ実竹

をケ庁

種

る作管三

すで船第

施

検

れ長間

さ局中

。成理

達
調田事

府工

政石査

た

丁業局

目協網 番

告 同建 １

示

か地合第 ほ番組指

筆代－ ４

表
理号

の
項

）地 区菊 工
１事 第

海 規

北

示

庁 次

支 る

走 よ

網 に

道 定
に

田 為
行

太 発
開

長 の

日

郡

生糠

発白

生数１ 発頭
生成

発平

所町
別 場

音 の

７
。
と

と札交

金和る入

を入
保 付北ろ明

札 納年こ説

る道よの

証 す海に書付

６

る
す雄式

関一

に良

入開開入
入下

税 参 札札札費 に
札消 札

４５

稔

加 保

約 審便話札入

契郵電入

項 を号号行

条 査番番執

行の札
場 を

アイウ

工

夫 る
す

敏 関

っ

者ど
はう
アの請 の、か申申申 条

ら査類 のか審書 請請 ５

年
月
日

３
入 所一

の 船付
造件こ
条

こ規る交

金 に競
札 内般

。第に

納 と則。付場 の

関所

付
の

事郵北電

除。る

免号す

道番

納下項便海話

、以
付番

法務育

方財号教号
庁 等規

場日」 し
等

－ は則－実

所時金と
い う

と よ 証 日

者
） る

。 す
う 時

便道成にには
相 郵海平
同同、
当
額 番教

。。の
を 号育年じじそ
含 庁７
実月見む
積。 －習

所 示

及 す－場 た－

場

び 場－ 合
は所日所
時 、北

便道 内 電査道郵海

審海

育

番果館番教 線 話結函

号 号を市

庁 申美

実 請原

者４－習

申提 のウをの ２のの

－

法先 定で請出 規時方 ま
るめけ よ定な ににし期

便海 条るれ平申け郵北

書ば番道 件
とば成請れ

こな

育 一
ろら年類な号教 付
にな５のら

庁 般よい月提な
出い－実 競り。

方 ッ札
地 ド入

、 乾争
は

格
法 有資

治 を加
自 ク参

と査令 こ審行 るの施 す

和
昭 。

習 、」

船－ 政と
令い管

第う北理

。海局

）道
館 の線 第函 条内

７市

及条美
丁 海第４ 北ら原 びか

目 道

船日も）

管っの

理午た

北局前契
約分 海）
函額５

道時金の

館郵に
税す

美に費当

市送消相

丁場び額

４る及る

原よ

船
目合地以

に丁

管 通目

知６理 －
す番北局
海研 る

館兼 線函室 内。号道修

海市船

北
道美員

育４

教原室

習 争

実目送

庁丁郵

、日先。

船 入２かの
示北理 で
のら指管 札

まよ道 る
か日に海局 あ

でり函 の
ら

美 入
で成市 、

ま作館 で
げ申４ に
掲た原 札

にし

資書目 加
る請丁 参

第
令

政
年

以
。

号

一
三下

八

」
令

政

規
ま番 務

条６ 財
で
定

の号 則

番、消の

６は方上

昭め

必費入

）保

号着税札

る

船番よ

習６に
北以証

管

６ し

、
北は

局合

理号場

う
をを番 よ

格類

有提

るかな

るし す
す出号 と
第

）
。

う
い

と



契日ここ詳

平 約本のの細

成 の語入入は

十 手及札札、

四 続び及の入

年 に日び執札

五 お本契行説

北 海

日日約名所

契

アイアイ

事
る在 す

関
に

道 公 報

こ札

捨税相者員る入

イ
あ一と説

て事当落での

る者る部。明

た業す札

の

額で金とかに会

金者

っ申税日

）あ額なを免

をるを

第

９
約開に入る

契要そ号ア
札 げ金を 書札掲札落額

等算 の時決 る額加 作

の

のおに 札にし

成に定 入

当 及係た

号

っ

８
者規札

札務 交入

落財て
則
効
第有 の 付
決

な
入 条 定 方

月 い国約は明

二 て通は、書

十 使貨、公に

一 用調開よ

日 す達する

る手る。

言続。

語の

及停

火 び止

通等

曜 貨が
有

北電

当
担

時時を称地

務
海便海話

平北函す北郵

港組道番道番

成海館る

道

育育

年函海織教号教号

６館岸の

庁 月市町名庁

習－ ３海船称実－実

日岸溜及習

船－ 町岸び船

出業及

もか入たし事時

税書はる者び

っ免札者

い所

落事に、こが場

て
者載札。る

札業記落と
定だき

格です決たと

価

、

するこ後しは

とある
を。や落共

るかと速、

わに者企

で問か札同

の

消額

てた びる金 要い

、

２て の費

、っ 否他こ
規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

に満

を載 札未

格記 入円

１札 方第

しれ 関の

有さ

。 規る の限 項 法法に
り

所た よ

場し に

の） 定
札 た

付落 め

交を 定

で者

る者 予

す

日 り
得
る
。

午壁所管管

前在理北理

実地局海局

若館線 船函内 時習道

竹市

丸美

ず消が業

番
６
目
丁
４
原

見税同消

札、費共体

入
もの業税

参積等企費

に
た税の免

すっ課体等

加
約業合事

者契事場除

る
額であ者

、金者で業

は

るて出

費のあっ申

消
税

か、書

が

い金 る数

なた す端
等

当 にる

のに 件あ

者額 条

は 入金 反き た該 違と し
入そ 、の た、 札額 し
財札の

５ 則、数 の 規は端 分 務

の
る 格

す 価

。と 定

無金

低
最

で
内

囲
範

の
限

制
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式定の 遊遊型製型定定
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年有 造 技技

係税の提 の

事構出 る
成
で平
の
た

課に業成す

検又代製う 、

定は造事 同

者 則５申名又業 規年表

効額 に 第

第月請称は所

相 とを
務

。
各るすり

す切 条当
条 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公正

の機 安化

認の 委等

定型 員に

及式 会

も
を

格
価

所のの

の 者及検の機機

氏住を在種区 氏 のび査
三回遊

名所名行地類分

砂表重重胴技

大高代三

遊の

府電取県県式機

阪

役会摩技認

大器締度志
浜及

市業郡郡機定

阪産
央式井城島び

中株石玉

式業 機機試

区会町町型

区番期 者月 のの験番効
公

類分名名号日号間

種

平第 回遊ゴ株

示 成 胴技ー式

の 式機ル会

日 年 遊のド社

技認ア北５

成

機定ン電月号平

及ド子

びシ日

の 者及検の

型ル年

のび査所 ９

行地 第氏住を在 氏 条日
の東株代埼 項

１名所名

定都会取県 規京式表玉

よ島北役口 に豊社締川
塚 公西子小戸 り区電市

袋東 示池林

関

びに 告す

型関 示る

式す 第法

のる 道律

検技 号

定術 公昭
和 等上
にの 安

年 関規
法 す格 委るに律

規適第 員則合

夫野字の

南社治蚊大式
等

二松屋定

場字塩検

船

広に

丁原字

目

見関 ９

す 番番一 る三 番 号規九

のー月

式バ５

６
第
則 １

検
す３

関ら

にか
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４ す北

６
第
則

規間

る年

目 。道丁子丁 る海１昭

委番番 安７２ 公目
７

潮
長

員
委

会号号 員

し 会昭て号

和い）

告る第

年旨

示国の条

家検第

公定４
項 安
委風の

員俗検

則等い

規業を

会営定

田

号
２

第
条

号
２

第
条

を

号制）

４規。

第のう

６業っ

第び行

）及
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月 験のび

号

の概要 平
成型製 十

造 四
年式業

五

号間名所名

番氏住 期氏

平第公沖株代

号日

示縄式表 成

の県会取

日宜社締 年

野メ役 ５

成市シ別

月号平湾ー
真ー所 日

月２鋼

５喜売直

年志販

名名

氏住を在種区者 氏

遊ケ株

名所名行地類分
胴技イ式

東株代栃千回
県式機ワ会

京式表木葉
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江社締
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東エ
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明田井鷹
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類分名名号日号間

種区

平第公 回遊ム高
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の 式機ン電
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技認イ産５

成

機定ト業月号平
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び式日
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式社５
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名所名行地
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の府電取県県

日大器締度志 年
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月号平市業郡郡
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央式井城島 日

南社治蚊大

年区会町町

者

月船夫野字

５

月名名 二
十ゾ高 一ロ砂 日

器
メ電

業
－産
株 火

会
式

曜

丁

社

日目
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か番
ら

目定

１丁検 地

間
年
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番に
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第
条
６
第
則
規
る
す
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す３
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則
規間
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技
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造事
製う

年有

の験番効 式業 機試

は所

名号日号間

区番期 者月
平第公

分名
株 遊

示 成 式 技

の 機牙会

日 年 の王社
ニ５ 認

成

定ュ月号平

及ー

びギ日

効の 者及検の機
型ン年

種 期氏 月のび査所の 番

名所名行地類

氏住を在

第公愛株代三ぱ

日号間
示知式表重ち

平
成

の県会取県ん

日名社締桑こ 年

古ニ役名遊 ５

新大機

月号平屋ュ市技

成市ー
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氏 び査所のの験 式業 の

名名号
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販
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示縄 成 式 技
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成市

定娘ー月号平湾

及るシ
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所の

検の機
型ち販年志
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査

遊
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荒市機
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の
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にか
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則

規間

る年
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５
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か丁之

）三山
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３

１ 間地番 年番

台式売

定

丁検 地 鋼一の 番 売直

規
る
す

地関

番に

１等

目

月２

式ゃ売５喜

６
第

則

丁

のん
検
定日目

等）

にか番

関ら

６
第
則

規間

る年

す３号

台
地
番

１
目

丁 地
一 番

一
四
〇

イ
号
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第
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１
第
条

イ
号

１
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検検又代製う型式の
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式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

第

事
う型式の概要検検

８
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

号

名又 表 定は造

検又代製
査
の 者及検

請称は 者

申

を在種区番 者

のび

月 行地類分名名号二
十 株 群ぱ遊一 式 馬ち技日 県ん機新会

桐この春社

市技定番フ

生遊認一ソ
ィ 境機及火

町型

野びア

曜

番氏住 期 者氏

丁の

七式

株代

名号日号間名所名

平第公群 株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生ソ役 ソ５

成境ィ井

フ月号平市フ

ィ

野ア置 ア日

期氏

月丁男

５七定

年町

地類分名

氏住を在種区

間名所名行

公群株代群ぱ遊
ん機踊

示馬式表馬ち技

締桐このれ

の県会取県

生ソ役生遊認大

日桐社

機及長

平市フ市技定酋

野ア置野び

成境ィ井境

の

５七定七式

年町町型

号

在種区番 者

月丁男丁

平第

地類分名名号日

株 三ぱ遊

成 式 重ち技

県ん機牙会

年 桑この王社
ニ５ 名遊認

市技定ュ月号

大機及ー

の

深式

下型ン

字びギ日

代

名所名行

氏住を 氏

谷

社締

県会取

知式表

愛株
井

市ー新

屋ュ
古ニ役

名
烏司

区悠

村ン
中ギ

日

定

目検
等

６
第
則
規
る
す

関 地に 番

目

第
条

日

目検

間
年
３

ら地 か番 ）

目

定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

第
条
６
第
則

間規

年る

３

原関

之に

山等

字定

部検
す
る

町
森

第
条
６
第
則 １規 番

目
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三

イ
号
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地
番
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イ
号
１

年有 造

定定は造事
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号
１
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事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

機 年有
定の 定定

検検検

査所のの

の 者及検の機
分

氏住を在種区 氏 のび
代愛ぱ遊

名所名行地類
ん機

知イ表知ち技

愛タ
名ー締名この

県ヨ取県

レ屋技定

古エ役古遊認

岡西び

市ッ濱市機及

屋

業 機機試

区株区型

西ク

番期 者月 のの験番効 式

類分名名号日号間

種区

平第公 タ ぱ遊

示 成 イ ち技

の ん機演ヨ

日 年 この歌ー

遊認道エ５

成

技定レ月号平

機及ッ

びク日

効の 試者及検の

型株年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公愛タ代愛

号日号
示知イ表知 成

の県ヨ取県

日名ー締名 年

古エ役古 ５

市ッ濱市

月号平屋レ屋

成
西ク岡西 日

者及検の機機
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ぱ遊新株

名所名行地類
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群株代群

県会取県ん機一会

馬式

ソ
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フ

生ソ役生遊認

井境機及ィ

市フ市技定

町型

野ア置野びア
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第公
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町
示

平
成

の
日 年
５

成

月号平

日
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見式洋見式

年

定

町社町検

寄
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す
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６
第
則

検社
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関ら

にか
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定日
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６
第
則

規間

る年

町社町
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５見
日

間
年

３
ら地地 か番番 ）

目検

丁男丁の

七定七式
定

目

等
則
規

る
す
関 地地に 番番

月
５

６
第

１
第

条

間
年

３
ら

か
）

日

１
第
条

イ
号
１

第
条

イ
号

イ
号
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成型製 十

造 四
年式業

五

号間名所名

番氏住 期氏

平第公愛株代

号日

示知式表 成

の県会取

日名社締 年

古高役 ５

成市内

月号平屋尾
中ヶ 日

氏

月太博

５区敏

年川島

分名名

氏住を在種区者
株

名所名行地類

式

愛株代愛ぱ遊
ん機プ会

知式表知ち技

締名このリ社

県会取県

古三役古遊認テ三

名社

及ー物

屋洋屋技定ィ洋

沢千びわ産

市物金市機

要区式わ

種種型ん

千産

区番期 者

今求今のん

区
公
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種

平第 株 ぱ遊
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の ん機プ会

日 年 このリ社
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成
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月
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６
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６
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